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炭
や
き
見
学

南
田
愛
弥

今
日
、
二
時
間
目
か
ら
四
時
間
目
ま
で
、
炭
や
き
見
学
に
行
き

ま
し
た
。
か
ま
の
中
は
、
ど
う
く
つ
み
た
い
で
し
た
。
ま
ず
、
か

ま
の
中
か
ら
れ
ん
が
を
何
こ
も
取
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
、

赤
土
を
取
り
ま
し
た
。
れ
ん
が
に
さ
わ
る
と
、
あ
た
た
か
か
っ
た

で
す
。
か
ま
の
中
は
特
に
あ
つ
い
で
す
。
五
日
も
お
か
な
い
と
、

炭
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
あ
が
っ
て
な
い
そ
う
で
す
。
一
回
で
い
っ
ぱ

い
炭
が
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
炭
に
な
る

木
は
、
く
ぬ
ぎ
と
ほ
そ
と
さ
く
ら
と
し
ら
ぎ
と
い
う
木
だ
そ
う
で

す
。
空
気
に
ふ
れ
る
と
炭
が
か
た
く
な
る
の
で
、
取
り
出
し
た
炭

を
入
れ
た
ふ
く
ろ
の
ふ
た
は
あ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
あ
る
木
を
二
百
本
以
上
、
い
っ
ぺ
ん
に
炭
に
す
る
そ
う

で
す
。
小
え
だ
を
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
あ
る
木
の
上
に
の
せ
ま
す
。

そ
の
上
に
火
を
つ
け
て
、
炭
に
し
ま
す
。
火
を
つ
け
た
ら
、
れ
ん

が
で
ふ
た
を
し
ま
す
。
赤
土
を
す
き
ま
に
う
め
ま
す
。
そ
の
作
業

を
す
る
前
に
、
炭
を
も
ら
い
ま
し
た
。
先
生
が
、
「
そ
の
炭
使
っ
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
す
る
時
は
、
食
べ
物
は
家
で
用
意
し
て
。
」
と
言
い

ま
し
た
。
「
あ
、
そ
う
や
な
。
」
と
心
の
中
で
言
い
ま
し
た
。
炭
や

き
の
見
学
に
行
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

炭
や
き
見
学

山
本
明
日
翔

今
日
、
炭
や
き
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
か
ま
ど
み

た
い
な
道
具
で
し
た
。
そ
の
道
具
に
入
れ
る
木
は
五

し
ゅ
る
い
あ
り
ま
し
た
。
く
ぬ
ぎ
と
ほ
そ
と
さ
く
ら

と
し
ら
ぎ
な
ど
を
か
ま
に
入
れ
、
小
え
だ
を
入
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
上
か
ら
も
や
す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

か
ま
に
は
長
い
木
を
二
百
本
以
上
入
れ
て
い
る
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
炭
を
取
り
出
し
た
ら
、
炭
を
や
く

か
ま
の
中
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
中
は
と
て
も
大
き

か
っ
た
の
で
、
ぼ
く
た
ち
が
し
ゃ
が
ま
ず
立
て
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
見
た
目
で
は
小
さ
な
所
じ
ゃ
な
い
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
立
て
た

こ
と
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
ま
た

入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
ま
ど
を
見
ま
し
た
。
ぼ

く
た
ち
は
そ
れ
を
見
て
帰
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら

れ
ん
が
を
な
ら
べ
て
ふ
た
を
す
る
そ
う
で
す
。
間
に

は
赤
土
を
つ
め
こ
む
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
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2012. 6. 26 (火)

№ 16
源流の水はどこから来たのか

源流探検に行った時、川の流れが山の中ほどから急に始まることを発見した。

そして、雨もふっていないのに水が流れているのはなぜかという疑問がのこった。
ぎ も ん

野外活動センターでの森林ハイキングは、その答えを見つけるためのものだっ

た。

「空からふった雨は、土にしみこんで、その水が源流の川に流れる。わたしは、

源流へ行った時、地面のどっかにつながってると思ったけど、本当は空からふっ

た雨だったんだと思った。」(曽賀野由佳)

「川の水のはじめは、空からふった雨が土にしみこむ。だから、川の水のはじ

めは、山のとちゅうから出ている。」(泉谷垣奈)

■森の土に秘密が隠されている
ひ み つ か く

源流探検などで山を歩く機会が何度もあったが、黒色の森の土がスポンジのよ

うにやわらかかったことを覚えているだろうか。まずは、この土の話から始めよ

う。

森の土をほってみると、植物の落ち葉や枝、動

物のフンなどが出てくる。そこには微生物やミミ
び せ い ぶ つ

ズなどの小さな生き物がたくさん住んでいて、落

ち葉やフンを分解して黒色の土を作っている。分

解が進めば養分の多い土になり、木はこの黒色の

土の部分に根をのばして育つ。木が育てば落ち葉ができるし、木の実を食べる生

き物のフンも出る。またそれが分解されて森の土になる。…森は土からつくられ、

土は森からつくられているのだ。

■川の始まりは森の土から
道路などにふった雨は、しみこまずに表面を流れてしまう。一方、森にふった

雨は、大部分がスポンジのような黒色の土にしみこむ。曽賀野さんや泉谷さんが

「土にしみこむ」と書いているが、正確に言うと、「黒色をした森の土にしみこ

む」ということだ。

■■小学校４年・学年つうしん
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しみこんだ水は、地下水として

たくわえられる。森林ハイキング

で、地面にあいた穴の下を水が流

れているのを見たが、地下水の流

れが見えていたのだ。貝ヶ平山の

登山道で見たわき水の飲み場も、

岩はだから水が流れ落ちていた所

も、地下水が見えていたのだ。野

外活動センターでは地面に穴があ

いたために見えるようになった

し、貝ヶ平では道を作る時に山を

けずったために見えるようになっ

た。

さて、いよいよ川の始まりに話

を進めよう。

源流を３ヶ所見学したが、川の

始まりは、いずれも急な山が少し

ゆるやかになった所だった。地下

水が地上に出てきた場所が、川の始まりだったというわけだ。

雨が土にしみこんで地下水としてたくわえられ、やがて地上に出てきて川の流

れが始まる。－－川の流れは森の土から始まっている。

土にしみこんだ水が地上に出るまでには早くて数日から数ヶ月、大きな山だと

数十年かかると言われている。雨がふってないのに源流に水が流れているのはそ

のためだ。

2012. 6. 27 (水)

№ 17
炭焼きはきれいな水を作る？！

炭焼き見学と「川の旅」にどんな関係があるのか、今日はそれについて考えよ

う。森林ハイキングではその答えも見つけるはずだったのだが、むずかしい問題

ここから水の流れ
が見え始める。
（センターの森）

岩はだから水が流
れ落ちる。
（貝ヶ平登山道）

■■小学校４年・学年つうしん
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なのでくわしく解説しよう。

■森は「緑のダム」
前回、森の土の話をした。森にふった雨は、森の土にしみこみ、地下水として

たくわえられて、ゆっくりと川に流れ出る。こうした森のはたらきから、森を「緑

のダム」と言うんだ。

■「緑のダム」を守る森
森林ハイキングで、手入れ

されている人工林と手入れさ

れていない人工林を見た。写

真の手前部分は手入れされて

いる森で、空が見えて明るく、

木も下草もよく育っている。

写真の奥の方は手入れされて

いない森で、うす暗くて木の

育ちが悪い。また、下草など

も育っていない。

手入れされている森では木も下草もよく育ち、そこでは多くの生き物がくらし

ていて、ゆたかな森の土を作っている。つまり、水をたくわえる力が強いという

ことだ。

森に大雨がふると、表面の土が流れてしまう。しかし、草木がしっかり根を張

っていれば、黒い土をつかまえてくれる。手入れした森は、「緑のダム」を守る

森でもある。

炭焼きに使うのは、人工林

のスギ･ヒノキではなくて、

天然林のクヌギ･ホソなどだ。

天然林は人工林よりも自然の

力が強い。それでも手入れす

ることで、さらに森の力が強

くなる。炭焼きの木を切るこ

とで、森を若返らせることに

なる。炭焼きは、きれいな水

を作るために行われているの

ではない。しかし、山はだに日ざしがとどくようにすることは、結果として森の

黒い土を守り、きれいな水を守ることにつながっているというわけである。
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３ 吐山の川はどこまで行くの？

2012.10.15 (月)

№ 30
10.11 笠間川下流探検隊の旅

■■小学校４年・学年つうしん

十
月
十
一
日

川
の
旅
に
行
っ
た

曽
賀
野
由
佳

四
年
生
と
森
野
先
生
と
川
の
旅
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
笠
間
川
に
行
き
ま
し
た
。

着
い
た
ら
メ
モ
を
と
り
ま
し
た
。
川
は
ば
は
、
五
、
六
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
し
た
。
川
の

流
れ
は
、
少
し
速
か
っ
た
で
す
。
水
の
に
ご
り
は
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
に
ご
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
モ
が
で
き
た
ら
、
次
は
高
山
ダ
ム
へ
行
き
ま
し
た
。
高
山
ダ
ム
に
着
い
た
ら
、
ま
た
メ

モ
を
と
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が
高
山
ダ
ム
で
す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
水
の
量
が
五
六

八
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
こ
と
で
す
。
メ
モ
を
と
り
お
わ
っ
た
ら
ト
イ
レ
を
す
ま
し
て
、

次
の
川
へ
行
き
ま
し
た
。
木
津
川
に
着
い
た
ら
、
少
し
歩
き
な
が
ら
川
を
見
ま
し
た
。
歩

き
終
わ
っ
た
ら
、
川
を
見
に
下
ま
で
行
き
ま
し
た
。
下
へ
行
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
た
ら
ま
た

上
へ
行
き
ま
し
た
。
上
へ
行
っ
た
ら
メ
モ
を
と
り
ま
し
た
。
川

は
ば
は
す
ご
く
広
く
て
、
水
の
流
れ
は
右
に
流
れ
て
い
ま
す
。

メ
モ
を
と
り
終
わ
っ
た
ら
、
お
べ
ん
と
う
を
食
べ
ま
し
た
。
食

べ
終
わ
っ
た
ら
次
の
川
へ
行
き
ま
し
た
。
着
い
た
ら
草
尾
先
生

の
話
を
聞
い
て
、
メ
モ
を
と
り
ま
し
た
。
川
は
、
ご
み
が
い
っ

ぱ
い
か
た
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
メ
モ
が
終
わ
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
お
に
ご

っ
こ
を
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。
遊
び
終
わ
っ
た
ら
学

校
へ
帰
り
ま
し
た
。
川
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
知
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
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â 笠間川と名張川の合流地点 â 高山ダム

ã 木津川と宇治川･桂川の合流地点 ã 淀川河口

十
月
十
一
日

川
の
旅
に
行
っ
た

南
田
愛
弥

今
日
、
川
の
旅
に
行
き
ま
し
た
。
Ａ
地
点
（
笠
間
川
と
名
張
川

の
合
流
地
点
）
で
は
、
は
ば
が
フ
リ
ス
ビ
ー
を
す
る
と
ぜ
っ
た
い

半
分
も
い
か
な
い
と
思
う
。
川
の
流
れ
は
は
げ
し
い
で
す
。
水
の

量
は
浅
い
。
川
底
は
石
が
い
っ
ぱ
い
見
え
る
。
Ｂ
地
点
（
高
山
ダ

ム
）
で
は
、
川
は
ば
は
泳
い
で
一
時
間
ぐ
ら
い
。
川
の
流
れ
は
な

く
、
湖
。
に
ご
っ
て
い
て
、
下
が
見
え
な
い
。
Ｃ
地
点
（
木
津
川

と
宇
治
川
･
桂
川
の
合
流
地
点
）
で
は
、
川
は
ば
は
広
い
川
が
三

こ
分
く
ら
い
。
川
の
流
れ
は
ゆ
る
や
か
。
水
の
量
は
浅
い
。
水
の

に
ご
り
は
、
に
ご
っ
て
い
て
川
底
の
石
が
き
た
な
い
。

十
月
十
一
日

川
の
旅

山
本
明
日
翔

今
日
、
川
の
旅
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
笠
間
川
と
名
張
川

の
合
流
地
点
に
行
っ
て
、
川
の
様
子
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

山
道
を
通
っ
て
高
山
ダ
ム
に
行
き
ま
し
た
。
川
の
は
ば
が
百
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
次
は
、
木
津
川

と
宇
治
川
と
桂
川
の
合
流
地
点
へ
行
き
ま
し
た
。
水
の
量
は
と
て

も
浅
か
っ
た
。
次
は
、
淀
川
河
川
公
園
海
老
江
地
区
へ
行
き
ま
し

た
。
川
な
の
に
海
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
ぼ
く
は
と
て
も
広
い

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。
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４ 学習のまとめ

源流探検

泉谷０１ 吐山小学校の前の川を川上に向かって歩いて行くと、

下部神社の所で２つに分かれています。右は貝ヶ平山

が源流の川で、左は香酔山が源流の川です。

今度は小学校前から川下に向かって歩いて行くと、アッ

プリカの近くで、右から流れてくる川と出会います。これ

は、戒場山や額井岳が源流の川です。

それでは、源流探検の始まりです。

泉谷０２ 第１回源流探検は、戒場山･額井岳コースです。

第２センターの入り口で、川は２つに分かれています。

左が戒場山からの川で、右が額井岳からの川です。

泉谷０３ 戒場山コースを少し進むと、川が２つに分かれます。左

の川の先に、新しくできた砂防ダムが見えます。この川

をたどっていくと、こけのきれいな谷で行き止まりになり

ます。わたしたちは、ここを「もののけ姫」の谷とよんでい

ます。

元の道にもどって、どんどん登っていきます。川が細くな

った所から、登山道をはなれて急な斜面を登っていくと、

源流にたどり着きます。
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泉谷０４ 第２センター入り口までもどり、今度は額井岳の登山道

を登ります。林道のほそうがなくなった所に、額井岳の

源流があります。

泉谷０５ 第２回源流探検は、貝ヶ平山・香酔山コースです。このう

ち、貝ヶ平山源流は、地図帳で笠間川の源流とされてい

るコースです。

城福寺への道を上がっていくと、川の水で洗い場を作っ

ているおうちを見つけました。さらに貝ヶ平山登山道を進

んでいくと、自然の水飲み場や、岩の間から水が流れ

落ちている所がありました。

源流は、登山道からはなれ、私の背よりも高いササをか

きわけて進んだ所にありました。

泉谷０６ 香酔山の源流は、道路から山に入る道がないので見つ

けることができませんでした。わたしたちは、香酔峠の下

から下部神社前の合流地点まで、川の流れに沿って探

検しました。

水はどこから

山崎０１ 源流探検をしていて、不思議な発見をしました。

山崎０２ 地図を見てください。

源流はすべて山のとちゅうにあって、とつぜん水が流れ

出しているのです。いいお天気が続いていたので、雨水
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ではありません。これは、とても不思議なことです。

山崎０３ わたしたちは、その答えを見つけるために野外活動セン

ターへ行きました。

そして、センターの森で、川の流れの始まりを見ました。

それは、源流探検で見たのと同じで、山のとちゅうからと

つぜん流れ出していました。そこから少し上で、木の根

っこの間にできたあなから、地面の下を流れる川を見つ

けました。この地下水が地表に出てきた所が源流だった

のです。

山崎０４ また、貝ヶ平山登山道のとちゅうにあった水飲み場も、

岩の間から水が流れ落ちていた所も、道を作る時に山

をけずったために出てきて地下水だったのです。

炭焼きと水

曽賀野 奥田さんのおうちの近くへ炭焼き見学に行きました。中

０１ 谷さん、廣中さん、山本さんの３人のおじいちゃんが、や

さしくお話をしてくださいました。

曽賀野 見学から帰ったら、先生が、「炭焼きをすると川の水がき

０２ れいになる」と言いました。私の頭の中は、？マークでい

っぱいになりました。先生は、「野外活動センターの森に

その答えがある」と言いました。

曽賀野 野外活動センターの橋本先生に、森を案内していただき

０３ ました。

スギ、ヒノキなどの人工林で、手入れしている森と手入

れしていない森を見ました。手入れしている森は、太陽

の光がよくとどいて、木も下草も元気でした。一方、手入

れしていない森は、暗くて木は細いし、下草も生えずに

土が見えていました。

山はだに日ざしがとどくことで、木も下草も多くの生き物

もよく育ち、ゆたかな森の黒い土が作られます。そして、

この黒い土に水がたくわえられ、きれいな地下水になり

ます。地面にしみこんでいくには長い時間がかかるの
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で、源流の水は晴れていてもかれずに流れているので

す。

わたしたちが学校で行った実験では、森の土は運動場

の土の２倍以上の水をたくわえることが分かりました。森

は、「緑のダム」とも言われています。

曽賀野 炭焼きには、天然林のクヌギやホソを使います。自然の

０４ 力の強い天然林の原生林では手入れは必要ありませ

んが、人手の入った天然林は、人工林と同じで手入れ

が必要です。

炭焼きの木を切ることで、森を若返らせることになりま

す。炭焼きをすると水がきれいになるというわけではあり

ません。森を若返らせ、黒い土を守ることが、きれいな

川の水を守ることにつながっているのです。

宮いで

山本０１ 吐山の川を探検していると、あちらこちらに「いで」とよば

れる小川があります。

ここでは、小学校の横を流れている「宮いで」を紹介しま

す。

山本０２ 下部神社の横を流れる川に、境内の方に流れる小川が

あります。ここが、「宮いで」の始まりです。

この小川をたどって歩いて行くと、道路沿いに体育館の

所まで続いています。そこで道路の下を通って、田んぼ

の方へ流れを変えていきます。そして、元製材所前で左

に曲がって、一部は国道前で川に流れ落ち、一部は右

に曲がって道路の下を通り、そのまままっすぐ第２センタ

ーの方から流れてくる川に流れ落ちます。

山本０３ この「宮いで」は、何のためにあるのでしょう。

４月の終わり、山崎さんの家の田んぼに意図を入れて

いる様子を見に行きました。すると、「宮いで」からパイプ

で水を入れていました。

調べてみると、「宮いで」の水は、黄緑にぬった地域に水

を運んでいることが分かりました。そして、これらの田ん
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ぼは、横を流れている笠間川よりも高い場所にあること

も分かりました。

このように、「いで」は、川よりも高い場所にある田んぼに

水を入れるために作られた、用水路だったのです。ポン

プもなにも使わないで水を運ぶ、昔の人のちえは、すご

いと思います。

下流探検

南田０１ わたしたちは、吐山の川がどこまで行くのかを調べまし

た。

地図を見てください。笠間川は、とちゅうで名張川、木津

川、淀川と名前が変わり、最後は大阪湾まで流れてい

きます。わたしたちも、川の流れに沿って大阪湾まで行く

ことにしました。

笠間川下流探検の始まりです。

南田０２ 最初は、吐山の川です。源流近くの水は、飲んだら冷蔵

庫に入れた水みたいに冷たくて、後からあまい感じがし

ました。川はばは飛びこえるくらいで、川底には角張った

石がたくさんありました。

南田０３ 学校からバスに乗ってしばらく行くと、宇陀市笠間という

所を通りました。笠間川という名前は、この地名から付

けられたそうです。

笠間川が名張川に合流する地点で、観察をしました。川

はばは、フリスビーを投げると半分もとどかないと思うく

らいでした。川の流れははげしいですが、浅そうでした。

川底には石がいっぱい見えました。

南田０４ 名張川に合流すると、川はばが急に広くなります。月ヶ

瀬からは高山ダムの湖になっています。ダムのはばは

２００ｍほどあります。流れはなく、にごっていて底が見

えませんでした。
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ダムのすぐ下流で、木津川に合流します。

南田０５ 木津川は、名張川よりもずっと大きな川です。

わたしたちは、木津川が宇治川･桂川と出会って淀川に

なる地点で観察をしました。川はばはすごく広くて、どれ

くらいあるのかよく分かりません。川の流れはゆるやか

で、川の深さはとても浅そうでした。水は少しにごってい

て、川底の石がよごれていました。川底はおもに砂でし

た。

南田０６ 最後に、淀川河口の海老江地区にある河川公園へ行

きました。ここは川はばが５００ｍ以上あって、川なのに

海のような感じでした。水がにごっていて底が見えない

ので、深さは分かりません。川岸にはごみがいっぱいう

いていて、においもしていました。つりをしている人がい

ましたが、海の魚もつれるそうです。

川のよごれ

松田０１ ぼくたちは、パックテストを使って川のよごれを調べまし

た。

松田０２ 最初に、吐山の川について見ていきましょう。

調査したのは、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの５地点です。

Ａ地点･戒場山源流近くの水からは、全くよごれが見ら

れませんでした。

Ｂ地点・吐山小学校前の川は、ヤマメやイワナがすめる

ほどきれいです。

Ｃ地点はこぶしが丘の排水が流れ落ちている所です。

よごれは、最高の８になりました。

Ｄ地点・戒場山からの川との合流地点付近では、コイや

フナがすめる程度まできれいになっていました。

Ｅ地点・吐山と宇陀市の境では、アユがすめるきれいな

水でした。この近くで、宇陀市の水道水をとっています。

この結果から、川には、流れている間に水をきれいにす

る力があることが分かりました。

松田０３ 次は、笠間川下流から淀川について見ていきましょう。

調査したのは、Ｆ・Ｇ・Ｈの３地点です。

Ｆ地点・笠間川が名張川と合流する地点では、よごれに
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強いコイやフナでもちょっときびしいくらいのよごれでし

た。

Ｇ地点･木津川が淀川になるあたりでは、Ｆ地点と同じ数

字でしたが、こちらの水の方がにごっているように見えま

した。

Ｈ地点･淀川河口では、よごれは最高の８でした。Ｃ地点

と同じ数字ですが、これは、ぼくたちの使ったパックテス

トが８以上のよごれを測れないためです。実際には、Ｈ

地点の川はにごっていて底が見えないし、くさいにおい

もしていました。

下流では、吐山の川のように水をきれいにする力は見

られませんでした。

松田０４ 奈良県環境アドバイザーの許斐(このみ)喜久子さんに、

「川をよごしたのはだれか」というお話をしていただきまし

た。

川には、家庭からの生活排水や、田んぼや畑からとけ

だした農薬や肥料、工場からの排水などが流れ込んで

いることが分かりました。そして、それらのものが川をよ

ごしていることが、実験から分かりました。川をよごした

のは、ぼくたち人間だったのです。

本稿で紹介した

２０１２年度 ４年 「川の旅」

については、ＤＶＤがあります。ご覧になりたい方はご連絡ください。


